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k a z u n o  n e w s

　

3
月
7
日
に
花
輪
第
二
中
学
校

で
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
教
員
と

卒
業
生
、
一
部
の
在
校
生
の
み
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
会
場
に
入
れ

な
い
保
護
者
ら
は
、
校
舎
の
前
に

設
置
さ
れ
た
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ

れ
る
会
場
の
ラ
イ
ブ
映
像
で
我
が

子
の
晴
れ
姿
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　

花
輪
第
二
中
学
校
は
、
4
月
1

日
か
ら
花
輪
第
一
中
学
校
と
統
合

し
、
花
輪
中
学
校
と
し
て
新
た
な

歩
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

地
域
の
経
済
や
雇
用
へ
の
影
響
に

つ
い
て
情
報
共
有
し
、
今
後
の
支

援
策
を
検
討
す
る
た
め
、
3
月
13

日
、
本
市
と
小
坂
町
の
関
係
機
関

に
よ
る
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

宿
泊
業
で
は
「
3
月
の
売
り

上
げ
が
前
年
度
に
比
べ
ほ
ぼ
半
減
、

な
か
に
は
8
割
減
の
と
こ
ろ
も
あ

る
」、
飲
食
業
で
は
「
3
月
の
団

体
予
約
が
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
っ
た
」
な
ど
幅
広
い
業
種
に
影

響
が
出
て
い
る
現
状
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
各
団
体
か
ら
国
や
県
な

ど
の
支
援
策
の
活
用
を
呼
び
か
け

る
ほ
か
、
定
期
的
に
情
報
共
有
し
、

働
く
側
へ
の
支
援
も
含
め
た
市
独

自
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
か
ら
27
日
の
4
日
間
、

第
93
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
が
花
輪
ス

キ
ー
場
を
会
場
に
行
わ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
大
学
生
の
選
手
団
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
懸
念
し
て
、
開
会
式
や
閉

会
式
、
一
部
の
表
彰
式
が
中
止
と

な
っ
た
も
の
の
、
選
手
ら
は
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
応
援
に
訪
れ
た
多

く
の
人
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
選
手
は
、 

男
子
30
キ

ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
1
部
で
進
藤
洸
太

選
手
（
日
本
大
学
）
が
２
位
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド
1
部

で
木
村
吉
大
選
手
（
専
修
大
学
） 

が
３
位
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

　

3
月
1
日
か
ら
8
人
目
の
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
中
根
路
子
で
す
。

　

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う

職
を
選
ん
だ
の
は
、
移
住
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
外
か
ら
見
る
鹿
角
は

と
て
も
魅
力
が
詰
ま
っ
た
ま
ち
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
全
国
に
発

信
す
る
仕
事
に
興
味
を
も
っ
た
か

ら
で
す
。

　

そ
の
時
、
鹿
角
を
案
内
し
て
く

れ
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
方
が
話
し

て
い
た
、「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い

う
職
を
通
じ
て
鹿
角
の
こ
と
を
よ

く
知
れ
た
し
、
鹿
角
の
こ
と
を
も
っ

と
好
き
に
な
っ
た
」
と
い
う
お
話

に
共
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
私
が
鹿
角
に
き
て
感

じ
た
、
人
の
温
か
さ
や
食
の
お
い

し
さ
、
自
然
豊
か
な
環
境
を
も
っ

た
鹿
角
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域

の
人
た
ち
や
、
全
国
の
人
た
ち
の

笑
顔
を
増
や
せ
る
よ
う
全
力
で
携

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
鹿
角
の
ご
当
地

の
食
べ
物
や
温
泉
、
お
祭
り
を
満

喫
し
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

の
と
っ
て
お
き
の
お
店
、
と
っ
て
お

き
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、

ま
ち
で
お
会
い
し
た
時
は
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

大
学
ス
キ
ー
の
最
高
峰

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

花
輪
第
二
中
学
校
卒
業
式

経
済
・
雇
用
対
策
会
議

まちの話題

　

2
月
21
日
、
八
幡
平
地
区
の
個
人
宅

に
伝
わ
る
「
花
輪
通
絵
図
」
を
市
有
形

文
化
財
に
、
十
和
田
錦
木
古
川
地
区
に

伝
わ
る
「
錦
木
古
川
大
太
鼓
」
を
市
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

花
輪

通
ど
お
り

絵
図

　

江
戸
期
に
花
輪
代
官
所
に
勤
め
た
渡

部
家
に
伝
え
ら
れ
、
花
輪
全
体
の
境
や

地
形
、
建
物
、
地
名
な
ど
が
詳
細
に
描

か
れ
て
お
り
、
江
戸
期
に
お
け
る
花
輪

通
の
様
態
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

錦
木
古
川
大
太
鼓

　

江
戸
期
の
盆
踊
り
や
念
仏
講
が
起
源

と
さ
れ
、
大
太
鼓
を
一
人
で
担
ぎ
持
ち
、

鼓
面
を
叩
く
際
に
左
手
首
を
頭
上
で
回

す
演
奏
方
法
が
特
徴
で
す
。
毎
年
8
月

　

4
月
８
日
、
９
日
の
2
日
間
、

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
、
聖
火
リ
レ
ー

ト
ー
チ
を
展
示
し
ま
す
。
直
接
触

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
6
月

10
日
に
道
の
駅
か
づ
の
を
出
発
し
、

花
輪
ス
キ
ー
場
ま
で
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
す
。

の
錦
木
塚
ま
つ
り
や
ふ
る
さ
と
大
太
鼓

大
響
演
会
、
毛
馬
内
盆
踊
り
、
花
輪
ば

や
し
屋
台
行
事
な
ど
に
出
演
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
文
化
財
指
定
に
よ
り
市
内
の

文
化
財
は
国
指
定
10
件
、
県
指
定
11
件
、

市
指
定
56
件
と
な
り
ま
し
た
。

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班

 　

☎
30
‐
０
２
９
４

鹿
角
に
新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た

　

１
９
８
６
年
10
月
31
日
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
こ
れ
ま
で
、
神
奈
川
や
茨
城
、
東
京
、
青
森
、

岐
阜
、
愛
知
で
の
居
住
経
験
あ
り
。
販
売
員
と
し
て
接
客
業
の
勤
務
後
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
保

育
園
に
勤
務
。

花輪通絵図・錦木古川大太鼓

市指定文化財に指定
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
を
展
示
し
ま
す

（
右
）
花
輪
通
絵
図

（
下
）
錦
木
古
川
大
太
鼓

1
部
で
宮
﨑
敬
太
選
手
（
東
海
大
学
）

が
５
位
、
湯
瀬
瞬
選
手
（
日
本
大
学
）

が
7
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
大
い

に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
着
任

　

中な

か

ね根 

路の

り

こ子
さ
ん

←早速、八幡平の大沼に行ってきました。凍っている大沼

の上を歩いて、大きな松の木を見てきました。


